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 １０月１４日（金）に郵政民営化法案は参議院で
可決され成立となりました。前島密が現在の郵便
制度を構築して以来、１３３年ぶりの大改革がいよ
いよスタート致します。 
官でやるべきか民でやるべきかの線引きは、民
では不可能でなおかつ誰かがやらなければなら
ないと言う事業のみ官で引き受けるという棲み分
けです。郵政三事業（郵便・貯金・保険）は一つ一
つをとればすでに民間で同様の事業は行われて
いる訳ですから、民営化に馴染む分野です。加え
て、業績を伸ばそうと官業のまま新商品開発や新
事業分野に取り組もうとすると、民業圧迫のそしり
を免れませんから、自由裁量権を与えるためには
民営化を選択するしかありません。 
二ヶ月前には参議院で、反対が賛成を１７票上
回りましたが今回は逆に賛成が反対を３４票上回
った訳ですから、まさに隔世の感があります。反
対派の大多数はいとも簡単に賛成に変わりました
が、それではあの騒ぎは何だったのかといささか
拍子抜けです。今回も反対を貫いた平沼赳夫氏
が妙にしっかりして見えます。党紀委員会は恐らく
かつての反対者に離党勧告を行い、応じない場
合は除名処分をすると思いますが、参議院は選
挙がなかっただけに「対立候補として公認候補の
選挙を妨害しなかった」という理由で役職停止処
分程度になるのではないかと思われます。 
今回の選挙結果は小泉改革の推進に大きな弾
みを付けました。三位一体改革を中心に、小さくて
効率の良い政府の構築、医療制度改革や公務員
制度改革、特定財源制度の改革や政府系金融機
関の改革、そして大きなテーマとしては憲法改正

と、息つく暇もありません。選挙大勝利を受けて、
お陰様で反対のための反対をする自民党議員は
居なくなりましたが、小泉総理に物申す勇気まで
失ってしまっては健全政党ではなくなってしまいま
す。私は、この４年間絶えず小泉政権を支えて来
ましたが、だからこそ言いにくい事でも言っていこ
うと思います。 
 いよいよ小泉政権最後の一年です。改革の路
線がしっかりと敷けるよう私も微力を尽くして
参ります。 
 

今週の出来事（ 残念！テレビ局斬り～！ ） 

 

 ＴＢＳの株を楽天が１５％、村上ファンドが７％買

い占めたというニュースが日本を駆け巡りました。

さすがにライブドアがニッポン放送の株を買い占

めた時のような過剰反応は起きませんでしたが、

民放が買収者側に批判的な報道をするのは明日

は我が身と思っての事でしょう。そういえば、ふた

月ほど前に与謝野政調会長と一緒にＴＢＳの井上

社長と会食をした際、ライブドアとニッポン放送・フ

ジテレビの件に話が及び「正直、我々のところもい

つああなるかわかりませんよ。」と冗談めかして話

していた社長の言葉がこんなに早く現実になると

は正に『事実は小説より奇なり』です。選挙後に自

民党企業統治委員会（Ｍ＆Ａ問題を取り扱う）を再

開した際、委員長の私にどこかのテレビ局からこ

の件についてコメントを求められ、後日の麻生総

務大臣と同じようなインタビュー発言をしましたが、

ちっとも放映されなかったのはテレビ側の期待に

沿わなかったからですかね？ 


